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〒289-1326 山武市成東735-1
TEL ／ 0475-82-2332山武センター

〒289-2613 旭市後草1117
TEL ／ 0479-55-2083海匝支所

〒289-2134 匝瑳市横須賀306-2
TEL ／ 0479-72-1255匝瑳センター

〒287-0042 香取市山之辺1番1
TEL ／ 0478-58-5611香取支所

〒285-0911 印旛郡酒々井町尾上125-2
TEL ／ 043-481-6911北総支所

〒278-0005 野田市宮崎208-2
TEL ／ 04-7128-6030東葛センター

〒260-0031 千葉市中央区新千葉3-2-6
TEL ／ 043-245-7449本所

〒290-0207 市原市海士有木236
TEL ／ 0436-36-1161けいよう支所

〒264-0021 千葉市若葉区若松町2161-9
TEL ／ 043-232-3722千葉センター

〒292-0014 木更津市高柳1003
TEL ／ 0438-23-0371ぼうそう支所

〒294-0005 館山市安東73-2
TEL ／ 0470-22-9011安房センター

〒299-4413 長生郡睦沢町上之郷2192-1
TEL ／ 0475-36-2701わかしお支所

引受の適正化及びコンプライアンス（法令遵守）の観点
から、共済掛金の納入は口座振替をお願いしています。
ＪＡ以外の金融機関からも振替が可能です。
みなさまのご理解とご協力をお願いします。

共済掛金等の
納入は口座振替で
お願いします

共済掛金等の
納入は口座振替で
お願いします

浅野 晃一さん（64）

市東 弥寿雄さん（64）

佐久間 淳一さん（64）

左から
あさの　　こういち

しとう　　　  やすお

　 さくま　　  じゅんいち

　東金市で幼少期から仲良しの３
人組です。定年退職後に市東さんの
声掛けから、耕作放棄地を活用して
強力小麦「ハナマンテン」を耕作。学
校給食への提供と、道の駅みのりの
郷東金で販売しています。２０２２
年から地域の子どもへ向けた麦踏
み・麦刈り体験を行っています。「何
事も人との繋がりが大切です。子ど
もたちに普段食べているものがど
うやってできているのか知ってもら
い、農業に興味をもってほしい」と話
します。東金産小麦粉『鴇嶺』ブラン
ドに期待しましょう。

株式会社S・Kネットサービス
https://tokigamine.com/

～今回の表紙～

ときがみね



第
８
回
通
常
総
代
会
開
催

　
令
和
５
年
６
月
22
日
、
千
葉
県

農
業
会
館
（
千
葉
市
）
に
て
第
８

回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
代
の
方
々
は
最
寄
り
の
支

所
（
け
い
よ
う
・
ぼ
う
そ
う
・
わ

か
し
お
・
海
匝
・
香
取
・
北
総
）

へ
出
席
し
、
代
表
の
総
代
が
農
業

会
館
へ
出
席
の
上
、
７
会
場
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
繋
い
だ
テ

レ
ビ
会
議
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。

　
は
じ
め
に
組
合
を
代
表
し
、
秋

山
清
壽
組
合
長
が
挨
拶
。
続
い
て

千
葉
県
庁
農
林
水
産
部
団
体
指
導

課
経
営
支
援
室
の
海
宝
敦
室
長
よ

り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
旭
市
の
岩
﨑
傳
一
総

代
が
選
任
さ
れ
、
令
和
４
年
度
事

業
報
告
及
び
令
和
５
年
度
事
業
計

画
な
ど
、
全
13
議
案
に
つ
い
て
慎

重
な
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総代総数…134名
本人出席…  77名
書面出席…  57名

全
13
議
案
可
決
・
承
認

秋山 清壽 組合長
あきやませいじゅ

議長岩﨑 傳一 総代
いわさきでんいち

来賓 千葉県庁農林水産部海宝 敦 室長
かいほうあつし

第2号議案
令和５年度事業計画書及び業務収支予算書について
　引受総共済金額 7,219億 188万円

第1号議案
令和４年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書、
剰余金処分案及び不足金処理案について
　引受総共済金額 7,887億1,279万円
　支払総共済金 29億2,073万円

第3号議案
令和５年度事務費賦課額及び徴収方法について
　事務費賦課金総額 8億6,264万7千円

第4号議案
役員報酬、ＮＯＳＡＩ部長報酬及び顧問手当について
　役員報酬　通常報酬 1,020万円以内
　ＮＯＳＡＩ部長報酬 1,720万円以内
　顧問手当 184万8千円以内
第5号議案

余裕金預入先指定について
農林中央金庫、農業協同組合、千葉銀行、ゆうちょ銀行を含む１７金融機関
第6号議案

借入金最高限度額について
　借入金最高限度額　20億円

借入先 本組合余裕金預入先金融機関、農林漁業信用基金及び全国農業共済協会

第7号議案
理事・監事　選任について
　理事14名・監事4名（任期は令和5年7月1日から3年間）

第8号議案
損害評価会委員　選任について
　損害評価会委員32名（任期は令和5年7月1日から3年間）

第9号議案
家畜診療所運営委員　委嘱について

家畜診療所運営委員13名（任期は令和5年7月1日から3年間）

第10号議案
事業規程の一部改正について
　家畜共済（肉豚）の防災賦課金家畜共済肉豚割の実施

園芸施設共済の共済責任期間の変更及び組合員負担共済掛金の分納

第11号議案
職員給与規則の一部改正について

第12号議案
職員退職給与規則の一部改正について

第13号議案
千葉県農業共済組合　実施体制の改善計画について
　加入推進体制等、法令等遵守体制、効率的な運営の推進
附帯決議

令和４年度事業実績と令和５年度事業計画令和４年度事業実績と令和５年度事業計画
令和５年度事業計画令和４年度事業実績

引受面積 2,908,408ａ

共済金額 215億4,527万円

引受頭数 629,434頭

共済金額 220億7,339万円

引受面積 7,593ａ

共済金額 13億6,081万円

引受棟数 24,914棟

共済金額 294億7,658万円

引受棟数 89,440棟

共済金額 6,456億2,157万円

引受口数 13口

共済金額 1,300万円

引受面積 15,643ａ

引受箱数 23.3箱

共済金額 1,738万円

引受面積 3,177,214ａ
共済金額 236億 630万円
支払共済金 5,643万円

引受頭数 654,138頭
共済金額 232億5,533万円
支払共済金（死廃） 17億3,717万円
支払共済金（病傷） 6億1,356万円

引受面積 7,209ａ
共済金額 12億5,561万円
支払共済金 2,151万円

引受面積 18,804ａ
引受箱数 22.5箱
共済金額 2,289万円
支払共済金 16万円

引受棟数 24,551棟
共済金額 292億4,471万円
支払共済金 6,735万円

引受棟数 97,903棟
共済金額 7,096億7,127万円
支払共済金 3億7,872万円

引受口数 13口
共済金額 1,300万円

家畜共済
牛・豚

畑作物
共済

大豆・蚕繭

園芸施設
共済

果樹共済
うんしゅう
みかん・なし

引受台数 1,307台

共済金額 17億9,388万円

共済金額 7,219億 188万円

引受台数 1,049台
共済金額 16億4,368万円
支払共済金 4,583万円

共済金額 7,887億1,279万円
支払共済金 29億2,073万円

農機具
共済

合　計

農作物
共済
水稲・麦

保管中
農作物

補償共済

建物
共済

承認された議案
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総
代
、N
O
S
A
I
部
長
又
は
損
害
評
価
員
と
し
て
、勤
続
年
数
が
６
年
以
上
に
亘
る
も
の
で

あ
って
、農
業
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
と
進
展
に
協
力
し
、顕
著
な
功
績
を
収
め
ら
れ
た
方
。

第
１
号
表
彰（
36
名
）

髙
橋
　
秋
男（
成
田
市
）

北
総
支
所
管
内

　
役
員
と
し
て
の
勤
続
年
数
が
12
年
以
上
に
亘
る
も
の
で
あ
って
、顕
著
な
功
績
を
収
め
ら
れ
た
方
。

第
２
号
表
彰（
1
名
）

令
和
５
年
度
千
葉
県
農
業
共
済
組
合
功
績
者
表
彰

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

農
業
保
険
事
業
の
運
営
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
７
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
に
お
い
て
、
組
合
長
理
事
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆

様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
こ

と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
は
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
産
業
で

す
。
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
組
合
員

の
皆
様
の
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る

た
め
、
農
業
共
済
の
役
割
は
益
々
重

要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
農
業
共
済
制
度
施
行
75
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
幾
度
も
制
度
改

正
を
行
い
な
が
ら
、
農
業
災
害
対
策

の
基
幹
的
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
に
導
入
さ
れ
４

年
が
経
過
し
た
収
入
保
険
は
、
青
色

申
告
が
加
入
条
件
で
す
が
、
従
来
の

農
業
共
済
で
は
補
償
さ
れ
な
い
野
菜

農
家
な
ど
も
加
入
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
然
災
害
に
よ
る
収
量

減
少
や
価
格
低
下
を
は
じ
め
、
経
営

努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
農
業
収
入

の
減
少
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。
県

や
市
町
村
の
保
険
料
等
助
成
に
よ
り
、

加
入
者
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

頻
発
す
る
自
然
災
害
と
様
々
な
リ
ス

ク
へ
の
備
え
と
し
て
、
農
業
共
済
と

収
入
保
険
の
普
及
定
着
に
力
を
注
ぎ
、

安
心
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を

祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

組
合
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ菊地 幸雄

きくち ゆ き お

組合長 理事

野中 幸一
（袖ケ浦市）

のなか  こういち

今関 喜明
（大網白里市）

石井 敏継
（夷隅郡御宿町）

田山 善男
（南房総市）

宮原 賢一
（市原市）

みやはら けんいち

いまぜき  よしあき

いしい としつぐ たやま   よしお

山下 孝一

副組合長理事

齋藤 博
（茂原市）

さいとう ひろし
理　事

理　事

理　事

越川 竹晴
（匝瑳市）

こしかわ  たけはる
理　事

理　事

理　事

理　事監　事 監　事監　事

理　事 理　事

（千葉市）

やました こういち

八木 克己長谷川 英雄
（八街市）

染谷 茂
（柏市）

副組合長理事

向後 浩孝
（銚子市）

こうご   ひろたか

理　事 理　事

（香取郡多古町）
椿 貫冶

（香取郡神崎町）

やぎ     かつみ つばき かんじはせがわ   ひでお

そめや  しげる

椿 康弘
（香取市）

土屋 晴雄
（東金市）

秋葉 芳秀
（大網白里市）

組合長理事

菊地 幸雄
（市原市）

きくち    ゆきお

代表監事

釼持 壽志
（君津市）

けんもつ   ひさしつばきやすひろ つちや   はるおあきば   よしひで

新役員紹介
　第８回通常総代会において18名の役
員が選任され、新たな執行体制で組合
運営に取り組むこととなりました。また、
７月３日に開催された理事会及び監事会
にて、組合長理事に菊地幸雄氏、副組合
長理事に野中幸一氏、向後浩孝氏、代表
監事に釼持壽志氏が互選されました。

任期　令和5年7月1日から3年間

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
、心
よ
り
お
祝
い
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
順
不
同
　
敬
称
略
）
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清
宮
　
照
彦（
八
千
代
市
）
津
島
　
裕
司（
市
原
市
）

木
村
　
　
稔（
市
原
市
）

け
い
よ
う
支
所
管
内

飯
塚
　
　
修（
木
更
津
市
）
渡
辺
　
信
行（
袖
ケ
浦
市
）
岡
﨑
　
公
次（
君
津
市
）

足
達
　
　
崇（
南
房
総
市
）
髙
橋
　
文
秀（
館
山
市
）

吉
野
　
　
衛（
南
房
総
市
）

吉
田
　
途
王（
鴨
川
市
）

ぼ
う
そ
う
支
所
管
内

麻
生
　
一
彦（
い
す
み
市
）
高
梨
　
　
隆（
い
す
み
市
）
永
石
　
　
進（
い
す
み
市
）

大
木
　
征
夫（
長
南
町
）

阿
井
　
信
二（
茂
原
市
）

實
川
　
信
夫（
横
芝
光
町
）

八
木
　
優
志（
大
網
白
里
市
）

わ
か
し
お
支
所
管
内

芝
田
　
幸
弘（
旭
市
）

木
内
　
　
豊（
旭
市
）

塚
本
　
一
治（
匝
瑳
市
）

海
匝
支
所
管
内

髙
木
　
　
勇（
香
取
市
）

宮
本
　
興
一（
香
取
市
）

前
橋
　
正
己（
多
古
町
）

小
倉
　
高
之（
香
取
市
）

遠
藤
　
元
貞（
香
取
市
）

多
田
　
謙
一（
東
庄
町
）

香
取
支
所
管
内

野
老
　
　
薫（
成
田
市
）

長
浜
　
　
隆（
印
西
市
）

秋
元
　
良
一（
鎌
ケ
谷
市
）

大
野
　
和
夫（
鎌
ケ
谷
市
）
三
橋
　
　
敬（
鎌
ケ
谷
市
）
山
口
　
久
男（
鎌
ケ
谷
市
）

小
川
　
和
利（
鎌
ケ
谷
市
）
時
田
　
　
将（
鎌
ケ
谷
市
）
澁
谷
　
誠
幸（
鎌
ケ
谷
市
）

山
口
　
　
昇（
白
井
市
）

北
総
支
所
管
内

　
総
代
、N
O
S
A
I
部
長
又
は
損
害
評
価
員
と
し
て
、勤
続
年
数
が
６
年
以
上
に
亘
る
も
の
で

あ
って
、農
業
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
と
進
展
に
協
力
し
、顕
著
な
功
績
を
収
め
ら
れ
た
方
。

第
１
号
表
彰（
36
名
）

髙
橋
　
秋
男（
成
田
市
）

北
総
支
所
管
内

　
役
員
と
し
て
の
勤
続
年
数
が
12
年
以
上
に
亘
る
も
の
で
あ
って
、顕
著
な
功
績
を
収
め
ら
れ
た
方
。

第
２
号
表
彰（
1
名
）

令
和
５
年
度
千
葉
県
農
業
共
済
組
合
功
績
者
表
彰

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

農
業
保
険
事
業
の
運
営
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
７
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
に
お
い
て
、
組
合
長
理
事
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆

様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
こ

と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
は
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
産
業
で

す
。
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
組
合
員

の
皆
様
の
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る

た
め
、
農
業
共
済
の
役
割
は
益
々
重

要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
農
業
共
済
制
度
施
行
75
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
幾
度
も
制
度
改

正
を
行
い
な
が
ら
、
農
業
災
害
対
策

の
基
幹
的
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
に
導
入
さ
れ
４

年
が
経
過
し
た
収
入
保
険
は
、
青
色

申
告
が
加
入
条
件
で
す
が
、
従
来
の

農
業
共
済
で
は
補
償
さ
れ
な
い
野
菜

農
家
な
ど
も
加
入
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
然
災
害
に
よ
る
収
量

減
少
や
価
格
低
下
を
は
じ
め
、
経
営

努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
農
業
収
入

の
減
少
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。
県

や
市
町
村
の
保
険
料
等
助
成
に
よ
り
、

加
入
者
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

頻
発
す
る
自
然
災
害
と
様
々
な
リ
ス

ク
へ
の
備
え
と
し
て
、
農
業
共
済
と

収
入
保
険
の
普
及
定
着
に
力
を
注
ぎ
、

安
心
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を

祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

組
合
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ菊地 幸雄

きくち ゆ き お

組合長 理事

野中 幸一
（袖ケ浦市）

のなか  こういち

今関 喜明
（大網白里市）

石井 敏継
（夷隅郡御宿町）

田山 善男
（南房総市）

宮原 賢一
（市原市）

みやはら けんいち

いまぜき  よしあき

いしい としつぐ たやま   よしお

山下 孝一

副組合長理事

齋藤 博
（茂原市）

さいとう ひろし
理　事

理　事

理　事

越川 竹晴
（匝瑳市）

こしかわ  たけはる
理　事

理　事

理　事

理　事監　事 監　事監　事

理　事 理　事

（千葉市）

やました こういち

八木 克己長谷川 英雄
（八街市）

染谷 茂
（柏市）

副組合長理事

向後 浩孝
（銚子市）

こうご   ひろたか

理　事 理　事

（香取郡多古町）
椿 貫冶

（香取郡神崎町）

やぎ     かつみ つばき かんじはせがわ   ひでお

そめや  しげる

椿 康弘
（香取市）

土屋 晴雄
（東金市）

秋葉 芳秀
（大網白里市）

組合長理事

菊地 幸雄
（市原市）

きくち    ゆきお

代表監事

釼持 壽志
（君津市）

けんもつ   ひさしつばきやすひろ つちや   はるおあきば   よしひで

新役員紹介
　第８回通常総代会において18名の役
員が選任され、新たな執行体制で組合
運営に取り組むこととなりました。また、
７月３日に開催された理事会及び監事会
にて、組合長理事に菊地幸雄氏、副組合
長理事に野中幸一氏、向後浩孝氏、代表
監事に釼持壽志氏が互選されました。

任期　令和5年7月1日から3年間

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
、心
よ
り
お
祝
い
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
順
不
同
　
敬
称
略
）
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収
入
保
険
の
保
険
料
等
助
成

を
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の

首
長
等
へ
、実
施
主
体
で
あ
る
全

国
農
業
共
済
組
合
連
合
会（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
）よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
、秋
山
組
合
長
よ
り
千
葉

県
知
事
と
各
市
長
へ
贈
呈
し
ま

し
た
。

被
害
申
告
は
刈
取
り
前
に

　
水
稲
共
済
の
損
害
評
価
に
は
、
刈
取
り
前
の
被
害

申
告
が
必
要
で
す
。被
害
が
対
象
と
な
る
か
は
、加
入

方
式
と
補
償
割
合
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
加
入
内
容
を
ご
確
認
の
上
、被
害
状
況
を
把
握
し
、

減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
被
害
申
告
を
忘
れ

ず
に
行
っ
て
下
さ
い
。

　
各
支
所
よ
り
損
害
評
価
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、指
定
期
日
ま
で
に
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

立
て
札
は
目
立
つ
場
所
に

　
立
て
札
の
設
置
は
、
被
害
圃
場
の
確
認
や
評
価
に

大
変
重
要
で
す
。

　
申
告
後
、
速
や
か
に
ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
い
道
路
側

に
稲
穂
よ
り
高
く
、
一
筆
ご
と
に
わ
か
り
や
す
い
位

置
に
立
て
て
下
さ
い
。

過
去
10
年
の
平
均
で
は
毎
年
４
つ
の

台
風
が
関
東
に
接
近
し
て
い
ま
す

　
近
年
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
台
風
が
上
陸
し
、

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
上
旬
に
、
台
風
２
号
が
通
過
し
た
影
響
で
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
予
測
で
き
な
い「
も
し
も
」の
被
害
に
備
え
、
園
芸

施
設
共
済
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

主な共済事故

獣害 病害・虫害 自然災害
イノシシ・サル・シカ など イモチ病・紋枯れ病・ジャンボタニシ など 風水害・干害・冷害 など

農作物共済
水稲の損害評価が始まります

園芸施設共済
台風シーズン到来　備えは万全ですか？

被害申告の目安

農家ごとの被害耕
地に係る減収量の
合計が選択した補
償割合に応じ、総基
準収穫量の２割、３
割、４割を超えるとき

過去10年間で
関東地方に接近
した台風の数

年 接近数
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022

3
4
1
6
5
6
4
2
4
2

詳細はコチラ

台風被害の様子

検索千葉県 園芸施設共済

半相殺方式
農家ごとの減収量
が選択した補償割
合に応じ、総基準収
穫量の１割、２割、３
割を超えるとき

全相殺方式

農家ごと統計単位
地域ごとに当年産
の統計単収が、基準
単収の１割、２割、３
割を超えるとき

地域
インデックス方式

筆ごとに５割以上の
被害が見込まれると
き

一筆半損特約
（特約を付帯した方）

匝瑳市長 宮内康幸さま（右）
令和5年6月1日（匝瑳市役所）

千葉県団体指導課長 櫻井文明さま（右）
令和5月6月15日（千葉県庁）

君津市長 石井宏子さま（右）
令和5月6月21日（君津市役所）

富津市長 高橋恭市さま（右）
令和5月6月27日（富津市役所）

袖ケ浦市長 粕谷智浩さま（右）
令和5月6月27日（袖ケ浦市役所）

感
謝
状
の
贈
呈

農業経営収入保険
令和６年1月保険開始分より新たなタイプが導入されます

１
．青
色
申
告
1
年
分
の
み
で
の
加
入

　
加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
方
は
加
入
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

※
例
え
ば
、令
和
６
年
１
月
保
険
開
始
の
方
は
令
和
５
年
の
青
色
申
告
に

よ
る
税
務
申
告
が
必
要
で
す
。

２
．保
険
方
式
の
み
で
９
割
ま
で
補
償

　
加
入
者
の
積
立
金
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、保
険
で
の

補
償
を
充
実
す
る
新
た
な
タ
イ
プ
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

３
．甚
大
な
気
象
災
害
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
特
例

　
災
害
が
激
甚
化・頻
発
化
す
る
中
で
、安
心
し
て
営
農
が
継
続
で
き
る

よ
う
、甚
大
な
気
象
災
害
の
被
害
を
受
け
た
農
業
者
に
つ
い
て
、被
害
年

の
収
入
金
額
を
翌
年
の
基
準
収
入
算
定
の
際
に
補
正
す
る
特
例
。

※

適
用
す
る
に
は
、市
町
村
長
が
交
付
す
る
被
災
証
明
等
の
提
出
及
び
令

和
６
年
以
降
は
気
象
災
害
に
よ
る
被
害
写
真
の
提
出
な
ど
条
件
が
あ

り
ま
す
。

【新たな補償タイプのイメージ】

詳しい内容や保険料等の試算・相談は随時受け付けております
本所収入保険部または支所・センターへお問い合わせください

【新たな補償タイプのイメージ】

支払率（９割を上限として選択）
90％
補償限度額

85％

100％

5％
自己責任部分

保険期間の
収入金額

収
入
減
少

基準収入

積立方式
保険方式で補塡
（保険金）

パターン②【保険方式85%、積立方式5%】

支払率（９割を上限として選択）
90％
補償限度額

100％

自己責任部分

保険期間の
収入金額

収
入
減
少

基準収入

保険方式で補塡
（保険金）

パターン①【保険方式90%】

積立金の負担を軽減しつつ、
保険方式の補償を充実するタイプ
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収
入
保
険
の
保
険
料
等
助
成

を
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の

首
長
等
へ
、実
施
主
体
で
あ
る
全

国
農
業
共
済
組
合
連
合
会（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
）よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
、秋
山
組
合
長
よ
り
千
葉

県
知
事
と
各
市
長
へ
贈
呈
し
ま

し
た
。

被
害
申
告
は
刈
取
り
前
に

　
水
稲
共
済
の
損
害
評
価
に
は
、
刈
取
り
前
の
被
害

申
告
が
必
要
で
す
。被
害
が
対
象
と
な
る
か
は
、加
入

方
式
と
補
償
割
合
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
加
入
内
容
を
ご
確
認
の
上
、被
害
状
況
を
把
握
し
、

減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
被
害
申
告
を
忘
れ

ず
に
行
っ
て
下
さ
い
。

　
各
支
所
よ
り
損
害
評
価
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、指
定
期
日
ま
で
に
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

立
て
札
は
目
立
つ
場
所
に

　
立
て
札
の
設
置
は
、
被
害
圃
場
の
確
認
や
評
価
に

大
変
重
要
で
す
。

　
申
告
後
、
速
や
か
に
ビ
ニ
ー
ル
等
で
覆
い
道
路
側

に
稲
穂
よ
り
高
く
、
一
筆
ご
と
に
わ
か
り
や
す
い
位

置
に
立
て
て
下
さ
い
。

過
去
10
年
の
平
均
で
は
毎
年
４
つ
の

台
風
が
関
東
に
接
近
し
て
い
ま
す

　
近
年
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
台
風
が
上
陸
し
、

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
上
旬
に
、
台
風
２
号
が
通
過
し
た
影
響
で
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
予
測
で
き
な
い「
も
し
も
」の
被
害
に
備
え
、
園
芸

施
設
共
済
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

主な共済事故

獣害 病害・虫害 自然災害
イノシシ・サル・シカ など イモチ病・紋枯れ病・ジャンボタニシ など 風水害・干害・冷害 など

農作物共済
水稲の損害評価が始まります

園芸施設共済
台風シーズン到来　備えは万全ですか？

被害申告の目安

農家ごとの被害耕
地に係る減収量の
合計が選択した補
償割合に応じ、総基
準収穫量の２割、３
割、４割を超えるとき

過去10年間で
関東地方に接近
した台風の数

年 接近数
2013
2014
2015
2016
2017
2018
2019
2020
2021
2022

3
4
1
6
5
6
4
2
4
2

詳細はコチラ

台風被害の様子

検索千葉県 園芸施設共済

半相殺方式
農家ごとの減収量
が選択した補償割
合に応じ、総基準収
穫量の１割、２割、３
割を超えるとき

全相殺方式

農家ごと統計単位
地域ごとに当年産
の統計単収が、基準
単収の１割、２割、３
割を超えるとき

地域
インデックス方式

筆ごとに５割以上の
被害が見込まれると
き

一筆半損特約
（特約を付帯した方）

匝瑳市長 宮内康幸さま（右）
令和5年6月1日（匝瑳市役所）

千葉県団体指導課長 櫻井文明さま（右）
令和5月6月15日（千葉県庁）

君津市長 石井宏子さま（右）
令和5月6月21日（君津市役所）

富津市長 高橋恭市さま（右）
令和5月6月27日（富津市役所）

袖ケ浦市長 粕谷智浩さま（右）
令和5月6月27日（袖ケ浦市役所）

感
謝
状
の
贈
呈

農業経営収入保険
令和６年1月保険開始分より新たなタイプが導入されます

１
．青
色
申
告
1
年
分
の
み
で
の
加
入

　
加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
方
は
加
入
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

※

例
え
ば
、令
和
６
年
１
月
保
険
開
始
の
方
は
令
和
５
年
の
青
色
申
告
に

よ
る
税
務
申
告
が
必
要
で
す
。

２
．保
険
方
式
の
み
で
９
割
ま
で
補
償

　
加
入
者
の
積
立
金
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、保
険
で
の

補
償
を
充
実
す
る
新
た
な
タ
イ
プ
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

３
．甚
大
な
気
象
災
害
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
特
例

　
災
害
が
激
甚
化・頻
発
化
す
る
中
で
、安
心
し
て
営
農
が
継
続
で
き
る

よ
う
、甚
大
な
気
象
災
害
の
被
害
を
受
け
た
農
業
者
に
つ
い
て
、被
害
年

の
収
入
金
額
を
翌
年
の
基
準
収
入
算
定
の
際
に
補
正
す
る
特
例
。

※

適
用
す
る
に
は
、市
町
村
長
が
交
付
す
る
被
災
証
明
等
の
提
出
及
び
令

和
６
年
以
降
は
気
象
災
害
に
よ
る
被
害
写
真
の
提
出
な
ど
条
件
が
あ

り
ま
す
。

【新たな補償タイプのイメージ】

詳しい内容や保険料等の試算・相談は随時受け付けております
本所収入保険部または支所・センターへお問い合わせください

【新たな補償タイプのイメージ】

支払率（９割を上限として選択）
90％
補償限度額

85％

100％

5％
自己責任部分

保険期間の
収入金額

収
入
減
少

基準収入

積立方式
保険方式で補塡
（保険金）

パターン②【保険方式85%、積立方式5%】

支払率（９割を上限として選択）
90％
補償限度額

100％

自己責任部分

保険期間の
収入金額

収
入
減
少

基準収入

保険方式で補塡
（保険金）

パターン①【保険方式90%】

積立金の負担を軽減しつつ、
保険方式の補償を充実するタイプ
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家畜共済
牛の引受が始まります

果樹共済（なし・うんしゅうみかん）
台風への備えはできていますか？

❶
過
去
10
年
間
の
共
済
金
支
払
実
績
で
掛
金
が
変
わ
り
ま
す
。

　
支
払
実
績
に
応
じ
1
〜
41
段
階
に
区
分
（
い
わ
ゆ
る
自
動
車
保
険
の

等
級
の
よ
う
な
も
の
）

例
：
乳
用
牛（
子
牛
選
択
）補
償
額（
共
済
金
額
）１
０
０
万
円

　
　
農
家
負
担
掛
金
　
１
区
分
だ
と
　
　
２
，８
９
５
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
41
区
分
だ
と
５
０
０
，０
０
０
円

❷
飼
養
家
畜
の
評
価
額
の
合
計（
共
済
価
額
）で
最
高
補
償
額
が
決

ま
り
ま
す
。

　
補
償
額
を
変
え
て
も
、掛
金

が
変
動
し
に
く
い
制
度
に
な

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
掛
金
率
は
１
０

０
％
が
上
限
の
た
め
、補
償
額

を
一
定
以
上
下
げ
る
と
、掛
金

が
下
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❸
事
務
費
の
賦
課
に
つ
い
て

　
掛
金
の
他
、
事
務
費
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。疾
病
傷
害
共
済
に
加
入

の
家
畜
が
、全
頭
同
時
に
死
亡
廃
用
共
済
に
加
入
の
場
合
は
、疾
病
傷
害

共
済
の
事
務
費
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。一
部
の
家
畜
の
み
が
死
亡
廃
用

共
済
に
加
入
の
場
合
は
、
死
亡
廃
用
共
済
と
疾
病
傷
害
共
済
の
両
方
で

事
務
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

収
入
保
険
と
樹
体
共
済
の

セ
ッ
ト
加
入
が
お
す
す
め

　
果
樹
共
済
は
、
果
実
を
補
償
す

る「
収
穫
共
済
」と
、
樹
体
を
補
償

す
る「
樹
体
共
済
」が
あ
り
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
を
は

じ
め
、
果
樹
共
済
で
は
カ
バ
ー
で

き
な
い
販
売
収
入
の
低
下
も
補
償

し
ま
す
。

な
し
技
術
対
策

〈
事
前
の
備
え
〉

①
棚
の
揺
れ
や
す
い
箇
所
に
揺
れ

止
め
を
設
置

②
収
穫
が
終
わ
っ
た
ら
早
急
に
防

災
網
を
片
付
け
る

③
防
風
垣
、防
風
網
の
補
強
整
備

④
主
枝
・
亜
主
枝
・
側
枝
を
棚
へ

結
束

⑤
雨
水
が
滞
水
し
な
い
よ
う
整
備

〈
塩
害
・
潮
害
対
策
〉

　
広
範
囲
に
塩
害
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
、
事
前
に
真
水
を
準
備
し

て
お
き
、台
風
通
過
後
、出
来
る
だ

け
速
や
か
に
動
力
噴
霧
機
等
で
大

量
の
水
を
散
水
す
る
。

〈
事
後
の
対
策
〉

①
園
の
排
水
に
心
が
け
る

②
葉
の
損
傷
の
激
し
い
園
で
は
、

防
除
指
針
に
従
い
、
で
き
る
だ

け
早
く
殺
菌
剤
を
散
布

③
落
果
し
た
果
実
は
早
め
に
処
分

④
枝
折
れ
し
た
ら
、
そ
の
基
部
か

ら
切
除
し
、
切
り
口
に
保
護
剤

等
を
塗
布

※

事
後
対
策
の
作
業
は
雨
風
が
お

さ
ま
っ
て
か
ら
行
い
ま
す
。特

に
、
水
路
や
傾
斜
地
で
は
台
風

通
過
後
も
洪
水
や
土
砂
崩
れ
の

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
引
受
か
ら

疾
病
傷
害
共
済
の
掛
金
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す

令和元年9月台風15号による被害果

漬物製
造

水産製
品製造

液卵製
造

新たに追加された食品営業許可を
忘れずに取得してください

千葉県からのお知らせ

漬物や水産加工食品などを製造・販売しているみなさまへ

　食品衛生法の改正により、令和3年6月1日に食品営業許可制度が変更となり、今まで許可不要で
あったいくつかの業種について新たに許可の取得が必要となりました。
　対象業種の事業者のうち、令和3年5月31日以前から営業している事業者には3年間の猶予期間（経
過措置期間）が設けられており、令和6年5月31日までに許可を取得することになっています。

令和３年５月３１日以前から営業している場合は、３年の経過措置が設けられて
います。令和６年５月３１日までに営業許可を取得しましょう。（経過措置期間内に
許可が取得できない場合、令和６年６月１日以降、営業ができなくなります）
　なお、令和3年6月1日以降に営業を開始する場合は、必ず営業開始前に営業許
可を取得する必要があります。

新たに追加された主な食品営業許可

いつまでに許可を取得しなければいけませんか？

※無許可での営業は罰則の対象です

お問い合わせ先
営業施設の所在地を管轄する各保健所（健康福祉センター）
※管轄の保健所はこちらから御確認ください
https://www.pref.chiba.lg.jp/kenfuku/kenkoufukushi/soudan.html

［担当］千葉県健康福祉部衛生指導課　電話：043-223-2638

R3.6.1 R6.5.31

営業許可を取得してから営業開始R3.6.1以降に
営業を開始する施設

経過措置
あり

経過措置
対象外

経過措置期間（３年間）

漬物製造業
漬物を製造する営業又は漬物
と併せて漬物を主原料として
調味加工した漬物加工品（高菜
漬を使用した高菜漬炒め、味付
けザーサイ、味付けメンマ等）
を製造する営業をいいます。

水産製品製造業
魚介類その他の水産動物もしくは
その卵（以下「水産動物等」という）
を主原料とする食品を製造する営
業又は当該食品と併せて当該食品
もしくは水産動物等を使用したそう
ざいを製造する営業をいいます。

液卵製造業
鶏卵から卵殻を取り
除いたものの製造

（小分けを含む）をす
る営業をいいます。

チーバくん

許
可
証

R3.5.31以前から
営業している施設

期間内に営業許可を取得
許
可
証

約１７３倍
の差

例：乳用牛（子牛選択）
　　21区分  最高補償額
　　１００万円
補償額

１００万円
70万円
50万円
10万円

２８２，４８０円
２８２，４８０円
２５０，０００円

5０，０００円

農家負担掛金

掛
金
は
参
考
例
で
す
。組
合
員
毎
に
掛
金
は

変
わ
り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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家畜共済
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❶
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績
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。
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績
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1
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の
）
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０
０
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家
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担
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金
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２
，８
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５
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０
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０
０
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。

　
補
償
額
を
変
え
て
も
、掛
金

が
変
動
し
に
く
い
制
度
に
な

り
ま
す
。
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０

０
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❸
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。

収
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収
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。

　
収
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収
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な
し
技
術
対
策
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事
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①
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②
収
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③
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④
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⑤
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潮
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①
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台
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［担当］千葉県健康福祉部衛生指導課　電話：043-223-2638
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は
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の
で
詳
細
は
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鶴
見
油
脂
株
式
会
社
で
２
０
０
６
年
に
生
鮮
食
品

事
業
が
発
足
。
当
初
よ
り
市
原
営
業
所
の
所
長
を
務

め
る
國
分
雅
輝
さ
ん
（
42
）
は
、
４
人
の
従
業
員
と

ハ
バ
ネ
ロ
や
ハ
ラ
ペ
ー
ニ
ョ
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
・
リ
ー

パ
ー
な
ど
世
界
各
国
の
様
々
な
と
う
が
ら
し
を
ハ
ウ

ス
30
㌃
で
栽
培
、
年
間
約
３
㌧
を
生
産
販
売
し
て
い

ま
す
。

　「
何
か
事
業
を
立
ち
上
げ
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら

発
足
当
時
、
ま
だ
知
名
度
の
低
か
っ
た
ハ
バ
ネ
ロ
に

着
目
し
栽
培
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
想
像
以
上
の
反
響

が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
肥
培
管
理
に
は
養
分
と
水
分
を
少
し
ず
つ
チ
ュ
ー

ブ
か
ら
土
に
染
み
こ
ま
せ
て
い
く
点
滴
潅
水
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
有
効
的
に
栽
培
す
る
た
め
に
シ
ス
テ
ム

化
を
進
め
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
自
分
で
設
計
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
機

械
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
す
る
の
で
気
が
抜
け
な
い
」
と

こ
ま
め
な
点
検
を
実
施
し
、
よ
り
良
い
シ
ス

テ
ム
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
販
売
は
「
ペ
ッ
パ
ー
フ
レ
ン

ズ
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
新
鮮
さ

を
保
つ
た
め
、
急
速
冷
凍
し
た

も
の
を
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、

収
穫
シ
ー
ズ
ン
の
６
月
か
ら
11

月
ま
で
は
受
注
し
て
か
ら
採
り

た
て
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
選

別
は
従
業
員
が
１
つ
１
つ
丁
寧

に
確
認
を
行
い
、
良
品
質
を
保

ち
続
け
る
た
め
努
力
を
惜
し
み

ま
せ
ん
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て

か
「
見
た
目
が
と
て
も
キ
レ
イ
」

「
期
待
通
り
の
新
鮮
さ
で
し
た
」

な
ど
と
良
い
評
価
が
並
び
ま
す
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
は
、
リ
ア
ル

な
お
客
様
の
声
が
目
に
見
え
る
分
、
売
上
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
よ
う
で
、
良
い
評
価
に
比
例
す
る
よ

う
に
売
上
も
伸
び
て
い
ま
す
。
在
庫
の
調
整
が
今
後

の
課
題
の
ひ
と
つ
で
す
」
と
國
分
さ
ん
。

　「
こ
れ
ま
で
多
く
の
失
敗
や
困
難
が
あ
り
ま
し
た

が
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
よ
り
良
い
物
を
届
け
る
こ

と
と
、
二
次
加
工
品
や
そ
の
他
の
野
菜
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

鶴見油脂株式会社
HP　http://www.turumiyushi.co.jp/pepper.html

世
界
各
国
の
様
々
な
と
う
が
ら
し
を
届
け
た
い

市
原
市
　犬
成

國
分
雅
輝
さ
ん

こ
く
ぶ
ん

ま
さ
て
る

▲人気商品のハバネロ

▲害虫や病気の発見が遅れないよう心がけています

ルビ

東
部
家
畜
診
療
所
夷
隅
出
張
所
」移
設

　
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
耐
震
性
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
、支
所・セ
ン
タ
ー
と
家
畜
診
療
所
の
３
事
業
所
の
機
能
を

統
合
し
、合
同
事
業
所
と
し
て
移
設
し
ま
し
た
。

　
業
務
効
率
化
を
図
り
、よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
ま
す
の
で
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、ご
理
解
と
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
事
務
所
「
わ
か
し
お
支
所・

住所：長生郡睦沢町上之郷2192-1
電話：0475-36-2701（支所）
　　 0475-36-2706（家畜診療所）
FAX：0475-36-2721（共通）

わかしお支所・ 東部家畜診療所夷隅出張所

次の3つの事業所は閉鎖しました。
・わかしお支所 （茂原市高師町3-11-5）
・わかしお支所夷隅センター（ いすみ市大原7400-2）
・東部家畜診療所夷隅出張所（いすみ市弥正88-1）

お知らせ

●（旧）西部家畜診療所の事業区域を分割し、
東部家畜診療所・北部家畜診療所・西部家畜
診療所の事業区域を再編しました。

●令和５年４月１日より（旧）西部家畜診療所
は閉鎖しました。

　　住所：印旛郡酒々井町伊篠154-11

西部家畜診療所（旧八千代出張所）
住所：八千代市緑が丘2-5-12
電話：047-450-6218

家畜診療所の
事業区域の変更および
西部家畜診療所の
移転統合

北部家畜診療所
関宿出張所

西部家畜診療所

中央家畜診療所

夷隅出張所

東部家畜診療所

南部家畜診療所
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て
る

▲人気商品のハバネロ

▲害虫や病気の発見が遅れないよう心がけています

ルビ

東
部
家
畜
診
療
所
夷
隅
出
張
所
」移
設

　
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
耐
震
性
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
、支
所・セ
ン
タ
ー
と
家
畜
診
療
所
の
３
事
業
所
の
機
能
を

統
合
し
、合
同
事
業
所
と
し
て
移
設
し
ま
し
た
。

　
業
務
効
率
化
を
図
り
、よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努

め
ま
す
の
で
、組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、ご
理
解
と
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
事
務
所
「
わ
か
し
お
支
所・

住所：長生郡睦沢町上之郷2192-1
電話：0475-36-2701（支所）
　　 0475-36-2706（家畜診療所）
FAX：0475-36-2721（共通）

わかしお支所・ 東部家畜診療所夷隅出張所

次の3つの事業所は閉鎖しました。
・わかしお支所 （茂原市高師町3-11-5）
・わかしお支所夷隅センター（ いすみ市大原7400-2）
・東部家畜診療所夷隅出張所（いすみ市弥正88-1）

お知らせ

●（旧）西部家畜診療所の事業区域を分割し、
東部家畜診療所・北部家畜診療所・西部家畜
診療所の事業区域を再編しました。

●令和５年４月１日より（旧）西部家畜診療所
は閉鎖しました。

　　住所：印旛郡酒々井町伊篠154-11

西部家畜診療所（旧八千代出張所）
住所：八千代市緑が丘2-5-12
電話：047-450-6218

家畜診療所の
事業区域の変更および
西部家畜診療所の
移転統合

北部家畜診療所
関宿出張所

西部家畜診療所

中央家畜診療所

夷隅出張所

東部家畜診療所

南部家畜診療所
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何
か
自
分
の
力
で
事
業
を
や
っ
て
み
た
い

木
更
津
市
　矢
那

　太
田

陽
介
さ
ん  

2
0
2
0
年
４
月
に
就
農
し
た
太
田
陽
介
さ
ん

（
49
）
。
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を
受
け
て
耕
作
放
棄
地

と
な
っ
て
い
た
農
地
を
借
り
、
獣
害
を
受
け
に
く
く

ひ
と
り
で
も
作
業
し
や
す
い
作
物
を
選
び
、
ニ
ン
ニ

ク
30
㌃
を
中
心
に
シ
ョ
ウ
ガ
や
ホ
ウ
レ
ン
草
、
オ
ク

ラ
、
ナ
バ
ナ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

就
農
前
は
都
内
の
会
社
に
勤
め
て
お
り
、
結
婚
を

機
に
妻
の
実
家
が
あ
る
木
更
津
市
に
移
住
し
ま
し

た
。
「
40
歳
を
過
ぎ
自
分
の
力
で
事
業
を
や
っ
て
み

た
い
と
考
え
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
と
こ
ろ
、
様
々
な
ご

お
お
た

よ
う
す
け

▲今年収穫したニンニクを手にする太田さん

▲1個ずつ丁寧に仕分けしています

縁
に
よ
り
農
業
に
出
会
い
就
農
を
決
め
ま
し
た
」
と

太
田
さ
ん
。

2
0
2
3
年
１
月
に
有
機
J
A
S
認
証
を
取
得
。

全
て
の
作
物
を
、
も
み
殻
と
米
ぬ
か
で
作
っ
た
堆
肥

を
使
用
し
て
栽
培
し
、
販
売
は
個
人
の
お
客
様
や
市

内
の
直
売
所
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ン
ニ
ク
の
品
種
は
寒
地
向
き
の
「
ホ
ワ
イ
ト
六

片
」
を
使
用
。
10
月
上
旬
か
ら
植
え
付
け
、
翌
年
５

月
上
旬
よ
り
収
穫
し
て
乾
燥
作
業
を
行
い
ま
す
。
乾

燥
後
に
丁
寧
に
ネ
ッ
ト
に
詰
め
て
販
売
し
ま
す
。
お

客
様
か
ら
は
「
ニ
ン
ニ
ク
の
味
が
マ

イ
ル
ド
で
美
味
し
く
、
料
理
の
味
が

損
な
わ
れ
な
い
か
ら
良
い
」
と
好
評

で
す
。
「
ま
ご
こ
ろ
込
め
て
栽
培
し

た
作
物
が
売
れ
た
時
は
、
と
て
も
う

れ
し
く
て
感
動
し
ま
し
た
。
会
社
員

だ
っ
た
時
に
は
体
験
で
き
な
い
こ
と

だ
っ
た
」
と
太
田
さ
ん
。

栽
培
方
法
や
病
害
虫
の
対
策
な

ど
、
毎
日
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
作

業
だ
と
い
い
ま
す
。
「
今
後
は
安
定

生
産
の
た
め
に
栽
培
面
積
の
拡
大

や
、
収
穫
体
験
の
で
き
る
環
境
の
構

築
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

販
売
な
ど
を
し
て
い
き
た
い
」
と
意

欲
的
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お問い合わせ先
otayosuke91@gmail.com

ルビ

「
〝
推
し
〞
の
梨
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
話
す
の

は
、
後
藤
拓
也
さ
ん（
35
）。2
0
2
3
年
よ
り
事
業
規

模
を
拡
大
し
、
16
種
の
梨
を
1
2
0
㌃
栽
培
し
て
い

ま
す
。就
農
前
は
実
家
の
梨
農
家
を
継
ぐ
か
悩
ん
で
い

ま
し
た
が
、「
始
め
る
な
ら
早
い
ほ
う
が
い
い
」と
妻
か

ら
鼓
舞
さ
れ
、
2
0
1
9
年
に
就
農
し
ま
し
た
。そ
の

後
、印
旛
郡
周
辺
の
梨
農
家
が
集
ま
る「
梨
友
会
」の
勉

強
会
に
参
加
し
、梨
栽
培
に
お
け
る
知
識
や
工
夫
を
教

わ
る
に
つ
れ
て
、農
業
経
営
の
面
白
さ
に
気
付
い
た
と

い
い
ま
す
。

直
売
所
で
は
、幸
水
、豊
水
、あ
き
づ
き
、か
お
り
の

４
品
種
を
メ
イ
ン
に
販
売
し
て
い
ま
す
。次
の
主
力

に
据
え
る
た
め
、力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、秋
麗
、甘

太
、あ
き
あ
か
り
の
３
品
種
。梨
は
品
種
に
よ
っ
て
収

穫
時
期
が
異
な
り
、
販
売
数
の
少
な
い
期
間
が
で
き

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
期
間
に
、消
費
者

の
方
々
に
よ
り
多
く
の
梨
に
触
れ
る
機
会
を
持
っ
て

も
ら
う
の
が
狙
い
で
す
。「
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
っ

て
味
や
香
り
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
い
う
想
い
の
も
と
、ま
ず
は
認
知
度

を
上
げ
る
た
め
に
梨
３
種
セ
ッ
ト
の
販
売
や
、
知
人

へ
の
試
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。知
人
か
ら
は「
こ
ん
な

に
自
分
の
好
み
に
合
う
美
味
し
い
梨
が
あ
る
と
は
知

ら
な
か
っ
た
。も
っ
と
売
っ
て
ほ
し
い
」と
う
れ
し
い

声
が
あ
り
、
何
度
も
リ
ピ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
と
い

い
ま
す
。「
〝
推
し
〞
の
梨
を
見
つ
け
て
、
気
に
入
っ

て
ま
た
買
っ
て
も
ら
え
れ
ば
何
よ
り
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

前
職
は
ペ
ン
キ
屋
や
型
枠
大
工
な
ど
で
、職
人
を
経

験
し
て
き
た
後
藤
さ
ん
。他
業
種
の
社
会
を
知
る
か
ら

こ
そ
、
自
身
の
農
業
経
営
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業
全
体
の

未
来
を
見
据
え
た
活
動
が
し
た
い
と
い
い
ま
す
。「
い

ま
は
新
規
就
農
者
に
と
っ
て
厳
し
い
環
境
だ
と
思
う
。

今
後
は
事
業
を
拡
大
し
、新
規
就
農
者
の
受
け
皿
に
な

り
た
い
」と
後
藤
さ
ん
。そ
の
第
一
歩
と
し
て
、現
在
梨

友
会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。「
ま
ず
は
梨
栽
培
の

基
礎
を
よ
り
広
め
て
い
き
た
い
。地
域
外
の
人
も
歓
迎

す
る
の
で
、
気
軽
に
連
絡
し
て
も
ら
え
れ
ば
」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

未
来
を
見
据
え
た
農
業
を

白
井
市
　冨
士

後
藤
拓
也
さ
ん

ご
と
う

た
く
や

▲「幸水をはじめ色々な品種を食べ比べて欲しい」と後藤さん

▲8月上旬に新しくオープンする直売所「白昇園」

▲園地で作業をする後藤さん

白昇園
住所  白井市冨士23
TEL  047-444-4128
FAX 047-774-1456

LINE▶
はくしょうえん
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千葉県の畜産業を盛り上げ
るため、日々自分の知識と
技術を研鑽し、誰からも頼り
にされる獣医師になります。

まだまだ慣れないことばか
りですが、早く農家の方々の
お役にたてるよう頑張りま
す。よろしくお願いします。

再
雇
用
職
員

退
職
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。
子
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改
善
や
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の
供
給
の
ほ
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、
冷
却
グ
ッ
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で
首
元
の
太
い
血
管
を
冷
や

す
こ
と
で
効
率
的
に
体
温
を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
、
熱
中
症
の
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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、
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グ
ッ
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も
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。
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、
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回
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の
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の
暑
熱
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績
の
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回
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に
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搾
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ッ
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が
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年間

農業共済新聞
お試しください

5,520円購読料月4回発行！月4回発行！
水曜日に
発行します！

ご自宅に
郵送
ご自宅に
郵送 します！

毎号

お得！お得！
購読料は、
年間一括払い（年極め）が

農業共済新聞の過去の記事は、インターネットの有料サイト「G-Search」や「日経テレコン」で検索・閲覧できます。

今週のヘッドラインを
ご覧いただけます。

2か月無料試し読みキャンペーン実施中！
お申し込みは、ホームページまたは最寄りのＮＯＳＡＩへお問い合わせください。

（送料込み）
子牛の体格に合わせてサイズを調整して使用しますネッククーラーを着用しているホルスタイン子牛

かわさき こうた

川﨑 航汰
自分の仕事に責任を持ち、
ＮＯＳＡＩ千葉の職員として農
家の方々に信頼していただ
けるように日々努力して参り
ます。

ぼ
う
そ
う
支
所

安
房
セ
ン
タ
ー

ふじもと

藤本 えりか
常に向上心を持ち、畜産業
に貢献したいです。コミュニ
ケーションを大切にし、誰か
らも信頼される獣医師を目
指します。

北
部
家
畜
診
療
所

いとう　  あやき

伊藤 彩記
仕事や環境に早く慣れ、農
家の方々や職場の方々から
信頼される職員になれるよ
うに努めます。よろしくお願
いします。

香
取
支
所

いまい  りょう

今井 諒
学生時代は陸上部に所属し
ており、スタミナがあります。
万事に粘り強く取り組み、農
家のために尽力しますので、
よろしくお願いいたします。

北
部
家
畜
診
療
所

さとう 　　 りりか

佐藤 利里花
信頼のある職員になれるよ
う基礎をしっかりと身に付
け、常に広い視野を持って何
事にも一生懸命に取り組ん
でいきたいと思います。

海
匝
支
所

さいとう   かずき

齊藤 一樹
前職での知識と、これから学
ぶべき知識と経験を積み、農
業共済制度の普及と農業従
事者の所得安定のため、力
いっぱい精進して参ります。

ぼ
う
そ
う
支
所
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〒289-1326 山武市成東735-1
TEL ／ 0475-82-2332山武センター

〒289-2613 旭市後草1117
TEL ／ 0479-55-2083海匝支所
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〒285-0911 印旛郡酒々井町尾上125-2
TEL ／ 043-481-6911北総支所

〒278-0005 野田市宮崎208-2
TEL ／ 04-7128-6030東葛センター

〒260-0031 千葉市中央区新千葉3-2-6
TEL ／ 043-245-7449本所

〒290-0207 市原市海士有木236
TEL ／ 0436-36-1161けいよう支所

〒264-0021 千葉市若葉区若松町2161-9
TEL ／ 043-232-3722千葉センター

〒292-0014 木更津市高柳1003
TEL ／ 0438-23-0371ぼうそう支所

〒294-0005 館山市安東73-2
TEL ／ 0470-22-9011安房センター

〒299-4413 長生郡睦沢町上之郷2192-1
TEL ／ 0475-36-2701わかしお支所

引受の適正化及びコンプライアンス（法令遵守）の観点
から、共済掛金の納入は口座振替をお願いしています。
ＪＡ以外の金融機関からも振替が可能です。
みなさまのご理解とご協力をお願いします。

共済掛金等の
納入は口座振替で
お願いします

共済掛金等の
納入は口座振替で
お願いします

浅野 晃一さん（64）

市東 弥寿雄さん（64）

佐久間 淳一さん（64）

左から
あさの　　こういち

しとう　　　  やすお

　 さくま　　  じゅんいち

　東金市で幼少期から仲良しの３
人組です。定年退職後に市東さんの
声掛けから、耕作放棄地を活用して
強力小麦「ハナマンテン」を耕作。学
校給食への提供と、道の駅みのりの
郷東金で販売しています。２０２２
年から地域の子どもへ向けた麦踏
み・麦刈り体験を行っています。「何
事も人との繋がりが大切です。子ど
もたちに普段食べているものがど
うやってできているのか知ってもら
い、農業に興味をもってほしい」と話
します。東金産小麦粉『鴇嶺』ブラン
ドに期待しましょう。

株式会社S・Kネットサービス
https://tokigamine.com/

～今回の表紙～

ときがみね


